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図1　濃飛の諸大名の分布

正保2年（1645）郷帳による

表1　美濃飛躍の大名
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註1　慶長・元和期の友美渡国内を治めた16

家については，ここでは含めない。

2　⑲～⑫は国外藩である。

3　⑬～i⑭は尾張藩の附家老である。

濃
飛
の
諸
藩
・
藩
主
関
係

資
料
の
実
態
調
査

で
続
け
て
濃
飛
国
内
を
治
め
て
い
た
の
ほ
、
表
一
の
通
り
苗
木
藩
遠
山
氏
だ

け
で
、
他
の
藩
は
何
家
か
の
大
名
、
か
転
封
・
入
部
を
し
て
引
き
続
き
治
め
た

の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
濃
飛
の
特
色
は
、
濃
飛
の
江
戸
時
代
の
研
究
の
上
で
も
大
き

西

　

村

　

覚

　

良

一
、
は
じ
め
に

江
戸
時
代
の
濃
飛
の
特
色
と
い
え
ば
、
濃
飛
が
小
領
主
に
よ
っ
て
分
轄
統

治
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
ま
っ
先
に
挙
げ
る
こ
と
、
か
で
き
る
。
そ
れ
は
領
主

の
数
が
時
期
に
よ
っ
て
多
少
の
増
減
が
あ
る
に
し
て
も
、
一
〇
余
り
の
大
名

領
と
七
〇
ほ
ど
の
旗
本
領
、
そ
れ
に
幕
府
直
轄
領
、
寺
社
領
が
あ
る
。
ま
た

各
々
の
領
主
の
支
配
地
が
、
地
域
ご
と
に
凡
そ
の
固
ま
り
を
認
め
ら
れ
る
も

の
の
、
微
細
に
み
て
い
く
と
、
図
一
の
通
り
極
め
て
複
雑
に
入
り
組
ん
で
い

る
。
中
に
は
、
一
村
が
二
～
互
の
領
主
に
分
轄
さ
れ
る
、
相
給
地
に
な
っ
て

い
る
村
も
し
ば
し
ば
み
う
け
ら
れ
る
。

さ
ら
に
領
主
を
諸
大
名
に
限
っ
て
み
て
も
、
江
戸
初
期
か
ら
明
治
維
新
ま
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く
影
響
し
て
い
る
。
藩
主
が
断
絶
あ
る
い
は
転
封
に
あ
え
ば
、
そ
れ
ま
で
作

成
し
て
き
た
藩
政
資
料
は
散
逸
し
が
ち
で
あ
り
、
藩
主
関
係
資
料
も
散
逸
あ

る
い
は
新
任
地
へ
運
、
ば
れ
る
の
か
普
通
で
あ
る
。
明
治
維
新
ま
で
美
濃
を
治

め
て
い
た
諸
大
名
で
あ
っ
て
も
、
資
料
の
散
逸
が
著
し
く
、
ほ
と
ん
ど
の
藩

政
資
料
は
皆
無
と
い
っ
て
よ
い
。
比
較
的
保
存
が
よ
い
の
は
、
苗
木
藩
及
び

大
垣
藩
ぐ
ら
い
で
あ
る
。

昭
和
二
三
年
頃
か
ら
盛
ん
に
な
っ
た
庶
民
史
料
の
採
集
と
調
査
・
研
究
は
、

岐
阜
県
史
や
市
町
村
史
に
盛
り
込
ま
れ
、
藩
政
の
解
明
に
飛
躍
的
な
成
果
を

も
た
ら
し
た
と
い
え
る
。
今
後
の
方
向
と
し
て
新
た
な
視
点
に
立
っ
て
既
存

の
資
料
を
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
同
時
に
、
新
資
料
の
採
集
に
努
力
す

る
必
要
が
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
本
年
度
「
濃
飛
の
諸
藩
・
藩
主
関
係
資
料
の
実
態
調
査
」
と
し
て
、

新
資
料
の
発
見
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
す
で
に
知
ら
れ
て
い
る
資
料
の
調
査

を
試
み
ょ
う
と
企
図
し
た
。
す
な
わ
ち
約
三
〇
家
に
の
ぼ
る
藩
主
の
子
孫
の

消
息
を
訪
ね
、
ま
た
菩
提
寺
・
関
係
機
関
に
あ
た
り
、
藩
政
関
係
資
料
や
藩

主
所
用
の
武
具
・
生
活
調
度
品
・
衣
装
・
古
文
書
・
記
録
な
ど
を
調
査
し
よ

う
と
し
た
。

以
下
調
査
結
果
の
一
部
を
報
告
す
る
。

二

〇
画
像
は
僧
の
姿
で
、
「
正
眼
院
殿
法
誉
道
心
入
居
土
」
　
の
銘
が
あ
る
。

②
絹
本
着
色
戸
田
氏
西
画
像
　
完
享
子
岬
夙
一
幅
　
図
版
2

0
氏
西
は
第
三
代
大
垣
藩
主
。
寛
文
一
一
年
（
一
六
七
一
）
七
月
一
九
日
封
を
継
ぎ
貞

享
元
年
（
一
六
八
四
）
　
六
月
七
日
五
八
才
で
残
し
た
。

○
②
～
④
の
画
像
を
納
め
る
箱
に
次
の
よ
う
な
銘
か
あ
る
。

此
御
影
三
幅
壱
対
内
左
御
鷹
体
相
者
、
従
公
方
様
禄
十
方
石
致
拝
領
、
則
領
知
自
由

之
事
公
御
恩
為
存
出
頭
絵
相
也

右
相
者
、
啄
木
威
御
具
足
栗
毛
御
馬
名
紅
葉
、
武
士
者
公
立
御
用
処
顕
絵
相
也

亦
中
尊
御
束
帯
者
、
諸
太
夫
御
時
戸
田
家
老
終
任
四
品
依
菟
御
装
束
四
品
絵
相
也
、

然
処
天
和
三
年
十
一
月
任
四
品
仮
雄
図
無
相
御
在
世
樹
、
謹
而
讃
丹
誠
伝
聞
、
此
三

幅
一
対
肥
後
守
氏
西
公
御
在
世
四
十
余
歳
時
、
法
眼
永
真
被
仰
付
之
旨
、
其
後
隔
十

四
五
年
貞
享
元
甲
子
年
六
月
七
日
五
十
八
歳
而
卒
、
此
三
幅
御
逝
去
翌
年
九
月
七
日

令
寄
附
干
円
通
寺
華
、
俺
御
影
三
幅
共
受
民
定
君
之
厳
命
、
氏
西
公
之
御
戒
名
井
御

官
位
御
名
乗
書
印
者
也

干
時
貞
享
三
丙
寅
年
二
月
七
日
　
円
通
寺
人
世
諦
蓮
社
浄
阿
聴
誉
保
山
代

文
化
十
一
甲
戌
六
日
目
御
表
具
被
仰
付
出
来
之

十
九
世
松
阿
琢
誉
代

○
画
像
は
鷹
狩
り
の
姿
で
、
法
眼
永
真
筆
。
「
従
四
位
下
行
藤
原
姓
高
称
院
殿
前
四
品

二
、
大
垣
藩
＝
戸
田
氏
関
係

○
戸
田
氏
の
子
孫
は
東
京
都
在
住
の
戸
田
氏
直
氏
で
あ
る
。

の
　
大
垣
市
　
円
通
寺
所
蔵

①
絹
本
着
色
戸
田
一
西
画
像
　
完
一
宰
点
差
一
幅
　
図
版
1

〇
一
西
は
徳
川
家
康
・
秀
忠
父
子
に
仕
え
、
慶
長
八
年
（
一
六
〇
三
）
七
月
二
五
日
六

二
才
で
残
し
た
。

肥
後
太
守
清
誉
江
自
大
居
士
、
戸
田
肥
後
守
氏
西
」

二

〇

六
×
四

八

③
絹
本
着
色
戸
田
氏
西
画
像
　
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

○
画
像
は
正
装
の
姿
で
、
銘
は
②
と
同
じ
で
あ
る
。

二

〇
六

×

四
八

④
絹
本
着
色
戸
田
氏
西
画
像
　
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

○
画
像
は
武
者
の
姿
で
銘
は
②
と
同
じ
で
あ
る
。

一

八

一

×

四

八

⑤
絹
本
着
色
戸
田
氏
定
画
像
　
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

の
銘
が
あ
る
。

一
幅
　
図
版
3

一
幅
　
図
版
4

一
幅
　
図
版
5

○
氏
定
は
第
四
代
大
垣
藩
主
。
貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）
八
月
四
日
封
を
継
ぎ
、
享
保
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八
年
（
一
七
二
三
）
四
月
二
三
日
致
任
し
、
同
一
八
年
七
月
二
三
日
七
七
才
で
残
し

た。
○
画
像
は
正
装
の
姿
で
、
「
法
論
霊
台
院
殿
従
四
位
下
行
釆
女
正
藤
原
朝
臣
民
走
」
の

銘
が
あ
る
。

○
画
像
を
納
め
る
箱
に
次
の
銘
、
か
あ
る
。

御
衣
冠
皆
具
、
冠
掛
緒
紙
捻
　
袖
黒
詮
無
輪
唐
草
　
奴
袴
繰
　
末
広
煮
骨
　
内
表

白
野
太
刀
銭
装
　
明
治
八
己
亥
年
七
月
拝
写
武
光
逸
六
　
表
装
加
藤
惣
大

⑥
絹
本
着
色
戸
田
氏
長
画
像
　
完
三
幸
岬
0
0
一
幅
　
図
版
6

0
氏
長
は
第
五
代
大
垣
藩
主
。
享
保
八
年
（
一
七
二
三
）
四
月
二
三
日
封
を
継
ぎ
、
同

二
〇
年
八
月
一
〇
日
四
九
才
で
残
し
た
。

○
画
像
は
正
装
の
姿
で
、
「
法
論
亨
沢
院
殿
従
四
位
下
行
伊
勢
守
藤
原
朝
臣
民
長
」
の

銘
、
か
あ
る
。
裏
面
に
は
「
此
一
幅
御
小
形
故
御
代
々
様
御
一
列
二
奉
掲
之
節
、
不

射
哉
二
付
、
御
本
装
ヲ
其
虚
二
テ
奉
修
補
慎
也
、
明
治
十
七
甲
四
月
日
、
永
田
次

郎
左
衛
門
正
方
・
増
田
耕
曹
補
親
」
　
の
銘
が
あ
る
。

⑦
絹
本
着
色
戸
田
氏
教
画
像
　
完
チ
一
メ
幸
市
所
一
幅
　
図
版
7

0
氏
教
は
第
七
代
大
垣
藩
主
。
明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
六
月
二
二
日
封
を
継
ぎ
、
文

化
三
年
（
一
八
〇
六
）
　
四
月
二
五
日
五
三
才
で
残
し
た
。

○
画
像
は
正
装
の
姿
で
、
「
寿
徳
院
殿
執
政
従
四
位
下
行
侍
従
円
誉
山
大
居
士
」
の
銘

が
あ
る
。

○
⑦
と
⑧
の
画
像
を
納
め
る
箱
に
次
の
銘
が
あ
る
。

寿
徳
公
達
三
〇
年
久
遺
影
未
作
今
、
君
孝
思
不
指
本
多
飯
山
侯
・
遠
藤
三
上
侯
分
封

淡
州
侯
皆
公
之
賢
徹
、
彼
此
謀
詞
命
東
都
画
工
高
島
千
春
図
之
数
十
換
粉
本
而
成
、

泰
嶽
公
遺
影
和
田
探
意
所
図
探
意
者
、
大
村
侯
画
工
公
庄
時
数
以
画
、
及
碁
陪
侍
以

其
熟
知
尊
顔
也
、
今
君
有
此
命
、
右
二
幅
禎
装
巳
成
寄
附
大
垣
円
通
寺
使
其
香
火
不

絶
永
祈
冥
福
、
弘
化
三
年
丙
午
三
月

⑧
紙
本
着
色
戸
田
氏
庸
画
像
　
㌻
享
メ
吉
尾
一
幅
　
図
版
8

0
氏
席
は
第
八
代
大
垣
藩
主
。
文
化
三
年
六
月
一
一
日
封
を
継
ぎ
、
天
保
一
二
年
（
一

八
四
一
）
　
三
月
一
九
日
五
九
才
で
残
し
た
。

○
画
像
は
正
装
の
姿
で
、
「
泰
嶽
院
殿
従
四
位
下
行
侍
従
霊
誉
瑞
雲
大
居
士
」
の
銘
、
か

⑨
絹
本
着
色
戸
田
氏
正
画
像
　
完
王
子
南
川
一
幅
　
図
版
9

0
氏
正
は
第
九
代
大
垣
藩
主
。
天
保
一
二
年
五
月
七
日
封
を
継
ぎ
、
安
政
三
年
（
一
八

五
六
）
一
〇
月
致
仕
し
、
明
治
九
年
六
月
二
八
日
六
四
才
で
残
し
た
。

○
画
像
は
正
装
の
姿
で
、
「
法
論
善
徳
院
殿
従
四
位
下
左
門
藤
原
朝
臣
民
正
」
の
銘
、
か

ある。

○
画
像
を
納
め
る
箱
に
　
「
善
徳
公
尊
影
一
幅
、
画
工
岡
田
清
三
郎
」
　
の
銘
、
が
あ
る
。

⑩
絹
本
着
色
戸
田
氏
彬
画
像
　
天
空
l
X
南
に
一
幅
　
図
版
1
0

0
氏
彬
は
第
一
〇
代
大
垣
藩
主
。
安
政
三
年
一
〇
月
二
五
日
封
を
継
ぎ
、
慶
応
元
年

（
一
八
六
五
）
　
七
月
二
九
日
三
五
才
で
残
し
た
。

○
画
像
は
正
装
の
姿
で
、
「
大
顕
院
殿
従
四
位
下
行
侍
従
仁
誉
義
勇
大
居
士
」
の
銘
、
か

ある。

○
画
像
を
納
め
る
箱
に
次
の
よ
う
な
銘
、
か
あ
る
。

大
顕
公
肖
像
江
都
画
工
岡
野
雪
窓
所
写
也
、
公
之
指
館
舎
也
、
今
公
命
画
工
数
名
写

其
遺
影
皆
不
能
貌
烏
独
雪
窓
善
肖
也
、
及
留
之
穣
装
己
成
、
納
大
垣
円
通
寺
使
永
奉

香
火
、
而
命
臣
喚
記
其
歳
月
換
侍
講
、
先
公
日
久
今
拝
観
其
尊
影
神
彩
実
々
如
在

潜
、
然
者
久
之
遂
題
、
時
慶
応
二
年
丙
寅
初
秋
也
、
臣
野
郎
郷
謹
識

⑪
漆
塗
り
高
騰
椀
　
一
揃

⑫
漆
塗
り
文
箱

⑬
手
拭
懸
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⑭

手

鏡

　

　

　

　

　

一

⑮

衣

装

　

　

　

　

　

　

四

⑯
戸
田
氏
庸
筆
　
紙
本
龍
図
　
完
享
亘
荒
一
対
　
図
版
Ⅱ

㈲
　
大
垣
市
　
大
垣
城
所
蔵

①

団

扇

　

　

　

　

　

一

　

　

　

　

　

　

　

　

図

版

1

2

0
徳
川
家
康
よ
り
拝
領
の
品
と
伝
え
る
。
面
は
桧
薄
板
で
、
両
面
に
桜
枝
花
の
絵
、
か
着

色
さ
れ
て
い
る
。
柄
は
竹
材
で
あ
る
。

②

馬

具

　

　

　

　

　

一

式

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

図

版

1

3

0
戸
田
氏
正
使
用
の
馬
具
と
伝
え
る
。
鐙
に
「
鍛
冶
州
敷
美
濃
中
嶋
住
左
兵
衛
鍛
之
、

故
買
（
花
押
）
、
内
田
市
左
衛
門
作
之
」
　
の
銘
が
あ
る
。

③
漆
塗
り
硯
蓋

④
漆
塗
り
重
ね
弁
当
箱

⑤
漆
塗
り
乱
箱

⑥
漆
塗
り
盟

の
大
垣
市
　
常
葉
神
社
所
蔵

①
茶
糸
威
胴
九

〇
戸
田
氏
鉄
所
用
と
伝
え
る
。

②
旗
指
物

一
領

○
藩
祖
戸
田
氏
鉄
の
祖
父
氏
光
か
、
徳
川
家
康
の
父
広
忠
か
ら
、
軍
功
に
よ
り
「
か
ち

ん
」
色
の
縄
に
金
文
字
「
あ
ら
は
」
を
縫
っ
た
指
物
を
与
え
ら
れ
た
。

三
　
加
納
藩
＝
奥
平
氏
・
安
藤
氏
関
係

の
岐
阜
市
　
光
国
寺
所
蔵

①
絹
本
着
色
亀
姫
画
像
　
完
埼
士
荒
一
幅
　
図
版
1
4

0
亀
姫
は
加
納
城
主
奥
平
信
昌
の
妻
で
、
寛
永
二
年
（
一
六
二
五
）
五
月
二
七
日
六
六

才
で
残
し
た
。

○
画
像
の
裏
に
　
「
朝
鮮
国
絵
師
法
雨
露
」
　
の
銘
が
あ
る
。

S
岐
阜
市
　
盛
徳
寺
所
蔵

①
絹
本
着
色
奥
平
信
昌
画
像
　
完
担
喜
八
上
席
一
幅

〇
倍
呂
は
、
慶
長
六
年
（
一
六
〇
一
）
三
月
初
代
加
納
藩
主
と
な
り
、
同
七
年
致
任
し
、

元
和
元
年
（
一
六
一
五
）
　
三
月
一
四
日
六
一
才
で
残
し
た
。

○
画
像
は
正
装
の
姿
で
、
裏
面
に
「
久
呂
院
殿
前
作
州
天
守
泰
雲
安
公
夫
居
士
御
影
」

と
、
「
寛
政
八
龍
次
丙
辰
春
二
月
表
具
修
補
、
施
主
奥
平
大
膳
太
夫
昌
高
波
州
加
納

香
林
山
盛
徳
禅
寺
」
　
の
銘
、
か
あ
る
。

②
絹
本
着
色
亀
姫
画
像
　
六
㌢
定
一
上
尾
一
幅

㈲
　
東
京
都
安
藤
信
和
氏
所
蔵

○
安
藤
信
和
氏
は
加
納
藩
主
安
藤
氏
の
子
孫
で
あ
り
、
磐
城
平
藩
主
安
藤

氏
の
子
孫
で
あ
る
。

①

加

納

御

家

騒

動

覚

書

　

　

一

冊

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

史

料

1

0
安
藤
氏
二
代
藩
主
信
芦
が
享
保
一
七
年
（
一
七
三
二
）
家
督
を
継
い
て
か
ら
、
家
中

の
綱
紀
が
乱
れ
、
領
内
の
農
民
も
強
訴
に
及
ぶ
こ
と
が
し
ば
し
ば
起
き
た
。
そ
こ
で

宝
麿
三
年
（
一
七
五
三
）
五
月
二
日
江
戸
話
の
家
老
坂
田
斎
宮
ら
、
が
事
態
の
収
拾

を
は
か
る
た
め
、
藩
主
親
族
安
藤
広
猛
・
定
英
と
内
密
に
協
議
の
う
え
、
信
芦
不
行

跡
に
つ
き
公
儀
よ
り
内
意
が
あ
っ
た
と
い
つ
お
り
、
藩
主
信
男
を
一
室
に
押
し
込

め
、
反
対
派
を
減
知
謹
慎
処
分
に
し
た
。
処
分
を
受
け
た
三
原
田
清
左
衛
門
は
、
こ

の
こ
と
を
翌
四
年
一
一
月
幕
府
大
目
付
に
訴
え
出
、
翌
五
年
二
月
事
件
の
詮
議
が

終
あ
り
処
分
が
申
し
渡
さ
れ
た
。
そ
の
処
分
は
家
臣
の
大
量
処
分
は
言
う
ま
で
も

な
く
、
こ
の
家
中
騒
動
を
き
っ
か
け
に
し
て
、
安
藤
氏
は
減
封
さ
れ
、
加
納
か
ら
陸

奥
国
磐
城
平
へ
所
替
え
に
な
っ
た
。

○
こ
の
事
件
は
、
単
に
家
中
騒
動
と
し
て
、
藩
庁
の
主
導
権
争
い
と
い
う
に
と
ど
ま
ら
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五

ず
、
享
保
～
宝
暦
期
の
藩
の
農
民
政
策
や
、
領
内
で
目
立
ち
始
め
た
地
主
の
成
長
な

ど
の
面
か
ら
、
再
検
討
を
加
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

O
　
「
加
納
御
家
騒
動
覚
書
」
　
は
、
橋
本
・
関
屋
・
菊
地
・
伊
東
の
四
人
の
起
請
文
や
口

上
覚
、
そ
れ
に
「
日
記
書
抜
」
を
集
録
し
て
い
る
。
橋
本
ら
四
人
は
、
取
次
役
な
ど

を
勤
め
藩
主
信
刃
の
側
近
く
に
あ
っ
た
者
で
、
こ
の
覚
書
は
彼
ら
の
記
録
で
あ
る

と
い
え
る
。

②
「
御
家
中
筋
目
書
井
御
構
も
の
」
　
　
一
冊

○
安
藤
氏
初
代
か
ら
、
家
臣
の
筋
目
や
御
樺
に
な
っ
た
者
を
、
宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）

ま
で
書
き
留
め
た
も
の
で
あ
る
。

③
「
安
藤
家
年
中
行
事
」
　
　
　
　
　
　
一
冊

○
藩
主
・
家
臣
の
年
中
行
事
を
詳
細
に
書
き
留
め
た
も
の
。
そ
の
他
に
召
し
出
さ
れ
の

順
序
や
衣
服
の
制
、
外
出
の
御
供
行
列
の
仕
来
り
な
ど
詳
細
に
書
き
留
め
て
あ

る。四
、
そ
の
他
の
藩
関
係

の
　
高
富
藩
＝
本
庄
氏
関
係

○
東
京
都
　
本
庄
英
輔
氏
（
藩
主
本
庄
氏
の
子
孫
で
あ
る
）
所
蔵

①
将
軍
家
茂
領
知
朱
印
状
　
一
遍

○
史
料

図
版
1
5

美
濃
国
各
務
郡
之
内
弐
箇
村
、
山
県
郡
之
内
四
箇
村
、
方
県
郡
之
内
七
箇
村
、

下
野
国
簗
岡
部
之
内
五
箇
村
、
足
利
郡
之
内
弐
箇
村
、
高
壱
万
石
目
録
在
別
紙

事
、
充
行
之
註
、
依
代
々
之
例
領
知
之
状
、
如
件

安
政
七
年
三
月
吾
　
（
循
離
戊
）

本
庄
宮
内
少
輔
と
の
へ

㈲
　
高
須
藩
＝
松
平
氏
関
係

○
松
平
氏
の
子
孫
は
津
市
在
住
の
松
平
義
明
氏
で
あ
る
。

○
海
津
郡
南
濃
町
　
　
行
基
寺
所
蔵

①
高
須
城
下
町
絵
図
　
　
二
幅

②
第
二
代
藩
主
松
平
義
比
筆
「
楽
哉
無
一
事
」
な
ど
の
書
　
　
四
幅

③
魁
翠
園
焼
　
碗
・
皿
　
　
二

〇
第
一
〇
代
藩
主
松
平
義
建
が
、
化
政
期
に
江
戸
下
屋
敷
に
築
い
た
御
庭
焼
。

④

火

鉢

　

　

　

　

　

　

　

一

一

⑤
漆
塗
り
御
殿
膳
部
　
　
　
二
揃

⑥
そ
の
他
、
香
炉
・
食
籠
・
広
蓋
・
手
文
庫
な
ど

の
　
今
尾
藩
＝
竹
腰
氏
関
係

○
東
京
都
　
竹
腰
正
夫
　
（
竹
腰
氏
の
子
孫
で
あ
る
）
所
蔵

①
糸
緋
威
一
一
枚
胴
朱
具
足
　
　
　
一
領

②
黒
塗
紺
糸
威
背
割
試
胴
具
足
　
一
領

㊤
　
苗
木
藩
＝
遠
山
氏
関
係

○
中
津
川
市
　
遠
山
賀
須
子
氏
　
（
遠
山
氏
の
子
孫
で
あ
る
）
所
蔵

①
綿
糸
威
五
枚
胴
具
足
　
一
領

②
色
々
威
二
枚
胴
具
足
　
一
領

そ
の
他
の
藩
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
調
査
に
待
ち
た
い
。
な
お
、
安
土
・

桃
山
時
代
に
美
濃
に
勢
力
を
も
っ
て
い
た
森
氏
関
係
資
料
が
、
赤
穂
市
内
に

所
蔵
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
付
記
し
て
お
く
。

②
幕
末
の
系
図
関
係
資
料

八
冊
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花　花　花　花

押　押　押　押

〔史料〕「
加
納
御
家
騒
動
覚
書
」

起
請
文
之
事

一
此
度
御
重
き
御
慎
二
付
、
奉
押
計
御
意
内
向
こ
よ
り
被
為
申
様
候
、
御
不
調
法
中
破
差

上
申
度
、
御
為
筋
申
合
候
二
付
て
は
、
面
々
存
念
之
程
不
相
隠
少
も
御
為
之
餞
二
俣
ハ

は
、
見
聞
之
品
こ
よ
ら
ず
・
右
之
連
中
え
可
申
達
合
候
、
尤
私
之
宿
意
を
以
て
役
人
等

之
謹
言
致
間
鋪
候
、
御
為
之
餞
二
俣
ハ
、
親
疎
之
差
別
有
間
敷
侯
事

但
連
中
一
分
之
遺
根
ヲ
申
立
争
論
か
ま
し
き
餞
致
問
敷
候

一
連
車
中
合
之
儀
、
親
子
兄
弟
た
り
と
も
同
心
外
一
切
他
言
有
間
敷
候
、
自
分
働
色
々
列
を

抜
、
万
端
取
斗
不
申
諸
事
合
体
之
上
何
事
も
可
致
喜

一
御
為
筋
申
合
不
成
就
た
り
と
も
、
其
内
取
斗
等
之
餞
譲
り
合
恨
、
、
、
か
ま
し
き
儀
右
間
数

候
、
万
一
存
念
相
調
不
申
、
い
か
様
之
取
斗
二
逢
候
と
も
、
此
四
人
之
内
壱
人
存
命
二

右
之
候
ハ
、
何
ケ
度
も
御
為
之
儀
仕
差
上
可
申
候
、
毛
頭
違
変
之
餞
有
之
問
敷
候
事

右
之
條
々
於
君
達
狂
有
之
者

宝
麿
三
巽
西
年

橋
本
　
金
石
衛
門

関
屋
喜
惣
右
衛
門

菊
地
　
為
　
八
　
郎

伊
東
武
治
右
衛
門
祐
闇

奉
願
侯
口
上
之
覚

（
安
藤
信
号
）

（
宝
麿
三
年
）
　
　
　
　
　
（
藤
島
高
豊
）

一
対
馬
守
様
近
年
御
身
持
宜
不
破
成
御
座
候
由
に
て
、
酉
之
五
月
十
一
日
和
泉
守
様
御

指
図
被
遊
候
二
付
、
御
重
キ
御
慎
二
可
被
為
入
之
旨
、
御
家
老
共
其
外
御
役
人
共
一
同

二
罷
出
中
上
候
処
、
仲
之
被
仰
分
も
無
御
座
、
直
二
御
国
え
被
為
入
・
此
節
迄
も
至
極

御
神
妙
二
御
慎
破
戒
御
座
候
段
、
先
以
難
有
御
儀
奉
存
候
、
去
年
中
御
慎
之
餞
被
為
仰

置
、
早
々
御
出
立
被
遊
御
留
守
中
御
慎
之
餞
も
、
諸
事
和
泉
守
様
へ
被
為
憶
、
随
分
御

六

遠
慮
深
く
破
戒
御
座
候
、
右
御
在
国
中
対
馬
守
様
之
御
様
体
如
何
達
御
聴
罷
在
候
餞
。

御
座
候
哉
、
是
又
難
斗
奉
存
候

一
御
手
前
様
迄
私
共
存
念
奉
願
候
趣
意
は
、
対
馬
守
様
末
御
年
若
。
も
破
戒
御
座
、
其
上

（安藤）
勝
蔵
様
御
幼
年
＝
て
破
戒
御
座
候
得
は
、
対
馬
守
様
御
再
勤
を
も
破
戒
候
様
二
仕
度
奉

願
候
、
去
五
月
十
一
日
以
来
之
御
餞
ヲ
、
御
重
キ
御
呵
二
破
戒
、
猶
又
急
度
御
異
見
被

仰
進
、
御
家
老
共
へ
も
右
之
段
被
仰
渡
候
様
二
仕
度
奉
願
候

一
和
泉
守
様
よ
り
被
仰
進
候
御
慎
之
銭
こ
御
座
候
問
、
当
年
之
御
参
府
被
遊
候
御
時
節
、

乍
恐
御
得
請
中
上
候
問
、
此
段
御
手
前
様
迄
御
願
車
上
候
、
御
機
嫌
之
御
程
合
を
以
被
為

達
御
開
披
下
僕
様
二
奉
願
候
、
将
又
去
年
中
青
柳
東
右
衛
門
迄
は
、
私
共
之
存
念
相
認

差
出
申
候
、
別
左
一
∵
記
掛
御
目
候

覚

（青畳）

一
殿
様
近
年
御
身
持
不
宜
被
為
大
使
由
に
て
、
藤
堂
和
泉
守
様
御
差
図
之
上
、
重
き
御
慎
之

餞
被
仰
上
、
上
こ
も
至
極
御
承
知
、
諸
事
御
遠
慮
深
く
何
二
被
仰
て
も
無
之
、
御
慎
被

為
入
候
由
奉
承
知
、
先
以
難
有
奉
存
候

一
右
之
通
御
気
軽
＝
被
為
入
候
迫
、
只
今
迄
各
様
何
々
御
諌
言
も
不
破
仰
上
候
段
、
何
共

難
相
心
得
奉
存
候
、
誠
以
御
家
御
大
切
之
事
専
要
二
被
思
召
候
ハ
、
、
今
様
二
御
募
り

不
破
遊
候
、
以
前
各
様
御
了
筒
も
可
有
御
座
御
餞
。
奉
存
候
、
必
完
は
御
未
家
よ
り
御

本
家
御
相
続
之
御
車
に
候
得
は
、
弥
御
募
り
事
六
ケ
敷
罷
成
候
ハ
1
、
追
込
候
ま
て
と
申

御
取
斗
と
奉
存
候
、
乍
推
参
、
君
々
た
ら
す
と
も
臣
ハ
臣
た
る
之
道
に
て
御
座
候
義
、
雲

様
御
本
家
御
相
続
御
養
子
二
被
為
入
候
以
後
、
御
不
幸
一
一
被
戌
御
座
、
当
殿
様
御
嫡
孫

に
て
御
相
続
之
御
願
ひ
を
以
て
、
御
嫡
子
様
二
御
足
よ
り
被
遊
候
御
車
二
俣
得
は
、
文

一
通
り
之
御
養
子
は
申
す
も
御
座
有
問
敷
候
、
誠
に
承
候
得
は
、
御
役
人
様
方
之
御
内
意

も
有
之
、
又
は
殿
中
向
之
御
取
沙
汰
も
不
富
枝
為
入
候
由
、
猶
以
是
は
能
き
御
繰
言
之
御

手
掛
り
と
奉
存
候

右
之
御
内
意
又
は
殿
中
向
、
世
上
之
御
取
沙
汰
悪
敷
被
為
入
候
と
申
御
車
を
、
重
も
三
枝
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伸
上
御
家
之
御
為
専
一
、
次
二
御
子
様
方
之
御
為
の
餞
□
敷
御
諌
メ
被
伸
上
、
品
こ
よ

り
各
様
御
内
御
身
二
も
枝
番
、
至
孝
甚
忠
之
道
を
忠
告
被
給
被
仰
上
候
ハ
、
、
よ
も
や

御
納
得
無
之
と
申
儀
は
御
座
有
間
敷
候
哉
、
夫
程
こ
ま
て
被
伸
上
、
御
納
得
不
破
遊
候

ハ
1
、
天
命
の
御
尽
き
被
遊
候
処
に
被
為
大
使
、
其
上
ハ
是
よ
り
□
敷
御
慎
之
儀
被
佃
と

候
て
も
、
上
下
一
意
之
難
説
を
も
申
上
聞
敷
候
、
尤
毎
度
御
書
付
或
ハ
御
用
人
中
を
以
、

御
諌
被
仰
上
侯
餞
も
、
粗
取
沙
汰
任
侠
問
、
兼
て
承
知
仕
候
、
是
ハ
御
平
生
御
職
分
二
可

有
之
餞
と
、
乍
悼
奉
存
候
、
仮
令
ハ
乍
恐
病
人
二
致
候
ハ
ゝ
、
未
療
治
も
御
座
候
所
を
、

良
医
・
良
薬
相
用
、
医
薬
等
も
区
々
候
上
。
俣
ハ
ゝ
、
誠
二
残
念
も
御
座
有
間
数
候
、

其
こ
と
く
末
御
療
治
御
残
り
三
成
候
、
各
様
兼
て
御
諌
メ
も
被
仰
上
候
ハ
1
、
上
に
も

此
節
之
御
苦
、
、
＼
も
被
透
間
敷
候
、
各
様
。
も
此
節
之
御
苦
、
、
、
を
、
前
広
二
破
戒
候
ハ
1

君
臣
御
合
体
之
餞
お
の
つ
か
ら
相
整
、
御
家
中
こ
て
も
御
尤
と
可
奉
存
候
、
只
何
事
も

御
不
運
之
御
有
様
、
難
忍
悲
難
奉
存
候
、
今
更
無
詮
御
車
な
か
ら
、
憶
を
も
か
へ
り
見
す

中
上
候
、
以
上
右
之
過
去
七
月
廿
七
日
青
柳
東
右
衛
門
宅
え
橋
本
金
石
衛
門
、
菊
地
為

八
郎
両
人
持
参
仕
、
東
左
衛
門
面
談
之
上
相
渡
候

「
宝
暦
三
奨
酉
年
五
月
十
一
日
以
来

日
　
記
　
書
　
抜
　
　
　
　
　
　
」

へ
安
藤
信
男
）

五
月
十
一
日
対
馬
守
様
御
小
書
院
御
手
水
場
へ
被
為
入
候
節
、
御
家
老
共
御
用
人
共
御

目
付
之
者
罷
出
、
右
御
手
水
場
よ
り
御
立
帰
被
成
候
内
、
御
待
合
仕
、
引
続
徒
目
付
下
目

付
等
罷
出
、
御
居
間
御
次
向
勤
番
之
者
を
遠
げ
、
御
子
道
具
其
外
御
書
物
等
片
付
、
無
程

御
手
水
場
よ
り
御
立
帰
へ
り
破
戒
、
御
小
袖
御
袴
被
為
召
出
て
、
御
願
物
と
被
仰
候
得

共
、
御
間
二
合
不
申
、
直
二
右
御
待
合
せ
申
候
者
共
龍
田
、
以
書
付
御
慎
の
儀
中
上
候

処
、
何
々
被
仰
分
も
無
之
、
尤
之
由
被
仰
候
て
、
直
二
共
産
に
破
戒
御
座
候
て
、
随
分

御
慎
破
戒
、
御
見
苦
御
車
ハ
無
御
座
候
由

右
御
願
物
之
儀
ハ
御
家
共
へ
内
通
の
者
之
御
手
水
場
へ
御
大
破
戒
候
と
、
直
一
－
御

中
納
戸
へ
取
入
、
其
徳
御
家
老
共
へ
、
只
今
御
手
場
へ
御
人
波
成
候
旨
、
内
通
申
候

由
、
其
節
御
家
中
に
て
風
説
仕
候
事

（
中
　
略
）

加
納
御
家
老小
林
喜
之
助

右
五
月
九
日
江
戸
表
参
着
御
慎
車
上
候
節
、
一
列
に
て
罷
出
申
候
、
御
用
筋
相
仕
廻
、
其

後
早
々
加
納
表
へ
出
立
仕
候
、
御
用
筋
に
て
御
呼
下
シ
破
戒
侯
所
、
右
御
用
筋
ハ
不
永
御

慎
之
儀
中
上
罷
帰
候
事

加
納
御
用
人望
月
彦
左
衛
門

是
も
喜
之
助
同
様
に
参
着
御
慎
車
上
候
以
後
、
中
老
格
五
十
石
加
増
に
て
、
御
勝
手
惣
掛

り
こ
相
成
、
喜
之
助
同
道
に
て
御
在
所
へ
罷
帰
侯
事

加
納
大
目
付加
治
武
太
夫

右
ハ
江
戸
表
様
子
相
伺
ひ
申
候
由
に
て
罷
な
り
、
無
程
罷
帰
り
申
候
事

菊
地
七
郎
右
衛
門

六
月
朔
日
三
拾
俵
加
増
、
元
〆
役
申
付
候
、
此
者
餞
七
ケ
年
以
前
ま
で
元
〆
役
相
勤
候
て

罷
在
候
所
、
勤
方
不
宜
、
惣
勘
定
も
相
立
申
さ
ず
候
哉
、
御
吟
味
の
上
古
自
余
急
度
遠
慮

被
仰
出
候
上
に
て
、
御
役
御
免
充
行
之
内
五
十
石
被
召
上
、
御
取
次
役
被
仰
付
候
、
此
節

又
々
再
勤
之
事

右
再
役
の
儀
、
御
家
中
の
者
共
ハ
不
及
申
、
他
所
に
て
も
難
相
心
得
、
取
沙
汰
仕
候
由

御
用
人
御
留
主
居
兼

高
橋
勘
右
衛
門

此
者
餞
御
留
主
居
役
斗
柏
勤
罷
在
候
節
ハ
、
御
意
に
相
叶
ひ
た
が
り
、
手
前
長
屋
な
と
へ

御
大
破
戒
候
様
。
中
上
、
夜
中
御
大
破
戒
候
儀
も
有
之
候
、
其
外
吉
川
左
京
殿
留
主
居

へ
申
込
、
＼
左
京
殿
根
廻
之
由
に
て
終
日
御
題
破
戒
候
事
も
御
座
候
、
直
に
品
川
遊
ひ
茶

屋
へ
御
供
仕
候
由
、
其
節
御
家
中
に
て
風
説
仕
候
、
此
事
ハ
世
上
に
も
流
布
仕
候
様
に
及

承
候
、
其
外
に
も
火
事
場
な
と
へ
御
早
乗
り
な
と
御
す
1
め
中
上
候
て
、
自
分
も
馬
上
に

て
御
供
仕
候
由
、
是
文
典
頃
御
家
中
に
て
取
沙
汰
仕
候
、
旦
又
自
分
妾
の
銭
こ
付
て
も
、

役
柄
不
相
応
の
儀
も
、
御
家
中
上
下
存
知
罷
在
候
、
併
御
用
人
ま
て
被
仰
付
候
事

比
等
の
餞
及
承
候
者
共
ハ
、
御
家
中
世
上
共
二
度
々
適
所
な
と
へ
御
題
被
成
候
様
に

七
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も
、
可
奉
存
哉
之
事

（
中
　
略
）

（安藤）
晴
勝
蔵
様
御
弘
メ
之
餞
段
々
及
延
引
、
難
仕
安
堵
、
此
上
に
も
違
変
之
儀
御
座
候
て
は
、
最

早
不
得
止
ム
事
を
、
存
念
相
立
車
よ
り
外
無
之
候
、
併
弥
御
弘
メ
之
儀
と
御
相
違
も
無
御

座
候
ハ
1
、
相
待
可
申
候
由
各
申
合
候
、
依
て
橋
本
金
石
衛
門
・
広
瀬
克
右
衛
門
宅
へ
参

上
仕
、
お
た
つ
ね
申
候
処
、
弥
御
弘
メ
ニ
御
違
無
之
旨
漸
相
極
り
申
候
、
依
て
安
堵
可

へ
安
藤
広
猛
）

仕
候
、
併
最
初
之
趣
に
て
ハ
此
挨
拶
ニ
ハ
難
及
候
、
英
訳
ハ
安
藤
丹
波
守
様
よ
り
仰
候

（
安
藤
広
峯
）

ハ
、
勝
蔵
殿
と
申
て
も
、
御
幼
年
の
御
車
に
候
問
、
内
蔵
助
に
御
家
督
相
続
致
さ
せ
申
度

候
、
岩
又
斯
々
不
将
に
も
候
て
、
追
込
申
ま
て
に
候
間
、
達
て
左
様
に
致
度
候
由
、
勝
蔵

殿
に
は
順
養
子
に
取
斗
可
申
旨
被
仰
候
、
依
之
各
申
候
ハ
、
左
様
之
節
に
ハ
決
て
相
戒
車

間
敷
候
、
万
一
左
様
の
筋
に
取
斗
ひ
申
候
ハ
1
、
御
家
中
上
下
納
得
仕
問
敷
候
、
御
実
子

の
御
車
に
候
問
、
勝
蔵
様
へ
是
非
御
相
続
之
餞
取
斗
可
申
旨
中
上
候
へ
は
、
丹
波
守
様
以

て
の
外
、
御
不
興
破
戒
候
て
、
彼
是
と
御
六
ケ
敷
候
理
屈
合
被
仰
候
得
共
、
漸
く
押
付
中

候
由
、
御
家
老
の
内
に
も
壱
大
丹
波
守
様
へ
致
組
候
仁
候
得
共
、
名
ハ
只
今
難
申
候
、
追

て
相
知
可
申
候
之
間
、
先
安
堵
仕
可
候
、
孜
々
危
き
事
に
て
は
無
之
候
我
と
、
物
語
仕
候

事
一
七
月
廿
一
日
勝
蔵
様
御
願
ひ
の
通
り
、
嫡
子
様
に
御
走
り
破
戒
候
旨
、
御
家
中
向
々
へ
申

渡
御
座
候
事

（中略）

一
八
月
十
五
日
　
（
中
略
）
関
屋
書
惣
右
衛
門
存
寄
書
、
是
又
持
参
、
東
右
衛
門
一
二
覧

為
致
候
、
書
面
左
之
通
り

寛

一
当
年
に
至
り
別
て
御
勝
手
御
指
支
之
根
元
ハ
、
御
在
所
に
お
い
て
百
姓
方
江
戸
御
唾

屋
・
大
口
屋
先
納
金
返
済
有
之
候
由
、
尤
左
も
可
右
之
儀
に
て
候
、
併
右
返
済
有
之
上
ハ
、

去
碁
よ
り
当
年
の
御
取
続
之
趣
談
」
相
極
り
候
上
、
返
済
有
之
可
き
事
乎
、
此
餞
左
様

の
取
〆
り
も
無
之
、
両
町
家
は
勿
論
、
御
領
分
の
出
金
及
当
年
ニ
ー
難
渋
上
ハ
罷
成
候

八

へ
共
、
百
姓
共
井
両
町
家
へ
対
し
、
今
更
申
方
も
無
之
餞
と
奉
存
候
、
仮
令
徳
右
衛

門
共
晶
一
－
取
斗
候
共
、
比
等
之
儀
ハ
御
取
統
御
家
御
大
切
の
ー
第
一
の
儀
に
御
座
候
、

よ
し
ハ
徳
右
衛
門
に
御
任
せ
被
指
置
候
連
も
、
御
了
簡
可
有
御
座
御
車
欺
、
其
上
先
達

御
家
中
よ
り
も
徳
右
衛
門
取
斗
不
宜
の
趣
、
寄
々
申
立
候
向
も
有
之
侯
由
、
及
承
候
得

共
御
取
上
無
之
、
却
て
御
同
列
様
の
内
に
ハ
徳
右
衛
門
荷
担
被
成
、
御
不
興
候
御
方
も

有
之
候
様
に
承
知
仕
候
、
年
々
追
白
御
指
支
に
付
差
掛
候
、
御
差
支
に
は
御
寄
合
彼
是

御
評
儀
有
之
候
節
も
、
其
御
方
ハ
大
方
御
病
気
と
号
シ
、
御
出
席
無
之
候
由
、
此
儀
ハ

御
同
列
様
方
御
安
く
み
候
様
二
御
仕
掛
、
お
の
つ
か
ら
徳
右
衛
門
御
用
ヒ
候
意
味
合

出
来
候
様
に
、
御
手
段
こ
て
も
右
之
哉
と
奉
存
候

一
徳
右
衛
門
よ
り
常
々
中
触
候
ハ
、
上
の
御
き
ま
り
不
宜
候
に
付
、
御
勝
手
御
直
り
候
際

も
付
不
申
候
之
儀
、
不
断
人
々
へ
致
物
語
候
、
此
段
不
屈
至
極
に
奉
存
候
、
尤
徳
右
衛

門
取
斗
本
宮
不
将
に
て
、
世
上
噂
に
も
預
り
、
自
分
も
難
相
立
候
に
付
、
別
て
上
之
御

身
特
を
始
メ
、
其
外
捌
か
の
餞
ま
て
も
申
触
候
事
に
て
、
世
上
致
流
布
候
様
二
罷
成

候
哉
と
奉
存
候
、
今
更
致
出
奔
侯
之
餞
残
念
二
奉
存
候
、
専
る
所
、
上
を
奉
掠
物
借

金
井
上
納
金
元
利
段
々
柏
か
さ
ミ
、
御
メ
申
上
方
も
無
之
訳
よ
り
め
、
当
時
之
御
糾
明

之
筋
、
兼
て
徳
右
衛
門
と
被
仰
合
候
御
方
も
有
之
候
様
に
被
存
候
、
今
更
一
統
の
不
調

法
ハ
相
隠
れ
、
上
御
壱
人
之
御
科
二
斗
り
相
成
候
段
、
御
壱
人
御
不
運
と
乍
恐
御
意

内
御
痛
間
数
御
餞
二
奉
存
候
、
寸
志
斗
二
如
此
御
座
候
、
以
上

右
之
書
面
東
右
衛
門
よ
り
被
見
之
上
、
尤
二
有
之
候
旨
挨
拶
仕
候

（中略）

（
宝
麿
元
年
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
宝
暦
三
年
）

一
未
ノ
年
碁
よ
り
御
家
中
渡
り
方
一
切
相
渡
り
申
さ
ず
、
酉
年
春
よ
り
夏
ま
て
ハ
御
扶
持

米
も
相
渡
り
不
申
候
故
、
御
家
中
小
身
者
は
別
し
て
困
窮
仕
、
日
々
可
申
様
も
無
之
程
之

体
に
て
御
座
候
、
御
徒
目
付
相
勤
罷
在
候
岡
原
作
吾
右
衛
門
と
中
老
、
御
目
付
役
の
者

へ
、
御
家
中
の
体
申
達
シ
、
且
又
自
分
事
も
九
月
朔
日
よ
り
ハ
御
奉
公
相
勤
め
兼
候
に

付
、
少
々
に
て
も
拝
借
金
被
仰
付
下
僕
様
。
相
願
申
侯
処
、
御
目
付
役
之
者
御
家
老
共

へ
申
達
候
得
共
、
此
節
御
家
御
大
切
と
申
処
へ
、
拝
借
の
餞
願
出
候
儀
不
将
者
に
有
之
候
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九

由
、
急
度
伺
候
上
に
て
、
役
儀
差
免
シ
差
拍
車
候
、
其
外
作
五
右
衛
門
へ
差
済
相
願
候
同

役
共
も
、
急
度
申
渡
慎
吾

此
餞
御
家
中
に
て
申
立
候
者
、
何
役
相
勤
候
共
、
三
ケ
年
の
内
被
下
物
無
之
候
得

ハ
、
面
々
及
困
窮
候
筈
之
儀
、
御
家
中
之
儀
申
立
候
事
ハ
、
身
分
の
役
餞
に
付
侯
儀
、

亦
夫
々
に
付
一
分
の
儀
も
申
立
間
数
も
の
に
て
も
無
之
候
処
、
不
屈
に
相
成
、
右
之

通
り
申
渡
候
餞
無
体
成
御
政
事
の
取
斗
様
に
て
御
座
候
段
、
御
家
中
に
て
申
立
候

事

一
四
月
晦
日
加
納
表
へ
御
勝
手
御
指
支
に
付
、
村
上
弥
兵
衛
二
御
書
為
御
持
枝
道
之
候
、

あ
の
方
に
て
江
戸
表
の
騒
動
之
儀
曽
て
不
存
侯
、
此
方
よ
り
飛
脚
到
来
後
、
右
之
様
子
共

弥
兵
衛
儀
ハ
、
兼
て
存
可
右
之
候
迫
、
重
役
相
勤
侯
者
ま
て
相
尋
申
候
由
罷
帰
り
、
心

安
き
物
に
物
語
仕
候
、
右
弥
兵
衛
御
書
為
御
持
被
遣
慎
一
－
付
、
加
納
表
役
人
共
其
外
村

方
百
姓
ま
で
納
得
仕
、
金
子
千
両
余
相
調
申
候
由
、
右
加
納
表
へ
御
才
覚
金
之
候
由
、
話

ハ
六
月
中
御
参
勤
之
御
時
節
に
至
、
御
□
所
に
て
も
被
蒙
仰
候
節
の
御
入
用
、
且
又
御
家

中
上
下
共
に
少
々
ツ
1
も
御
救
金
可
被
下
□
□
御
存
念
之
所
、
加
納
表
よ
り
右
之
下
り

（
安
藤
信
デ
）

金
ハ
至
来
仕
候
得
共
、
御
家
中
に
て
手
当
之
儀
ハ
曽
て
無
御
座
候
、
然
ほ
対
馬
守
様
最
初

之
御
存
念
と
ハ
相
違
仕
候
て
、
無
御
本
意
御
車
二
奉
存
候
事

右
ハ
四
月
中
破
仰
出
候
は
、
御
番
所
被
仰
蒙
候
て
も
、
右
の
手
当
亦
ハ
御
参
勤
之
御

配
り
等
も
手
当
も
仕
有
之
侯
哉
と
被
仰
出
候
処
、
曽
て
右
之
心
掛
無
御
座
候
段
中

上
候
、
右
の
御
世
話
被
仰
出
候
由
及
承
候
事

（中略）

一
八
月
晦
日
坂
田
斎
宮
加
納
表
へ
出
立
、
是
は
御
勝
手
向
之
儀
二
付
罷
越
候
由
、
夫
よ
り

（
藤
堂
高
畠
）

勢
州
へ
龍
田
、
和
泉
守
様
へ
御
慎
中
之
儀
中
上
候
由
、
菊
地
七
郎
右
衛
門
も
致
出
立
候

（
青
柳
）
　
　
　
（
近
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
安
藤
広
猛
）

積
り
に
申
合
候
由
、
東
右
衛
門
・
伊
左
衛
門
ハ
出
立
之
餞
不
得
心
候
得
共
、
丹
波
守
様

（
安
藤
定
英
）

御
承
知
之
上
出
立
仕
候
、
右
出
立
前
左
門
様
に
も
度
々
御
出
複
成
、
御
相
談
も
御
座
候
事

比
等
之
儀
彼
是
御
家
中
の
風
説
有
之
章
二
御
座
候
間
、
日
記
二
留
置
候

（中略）

一
当
正
月
朔
日
借
金
之
由
に
て
、
百
石
以
上
之
者
へ
金
壱
両
ソ
1
、
其
外
小
結
人
勤
掛
之
者

へ
金
弐
分
ツ
、
、
尤
百
石
以
上
之
者
も
勤
居
中
候
者
十
へ
借
シ
申
候
専

一
坂
田
斎
宮
従
弟
之
由
、
粟
田
口
助
兵
衛
と
申
浪
人
、
当
正
月
谷
御
屋
敷
御
長
屋
へ
右
之
浪

人
引
取
致
普
請
等
、
御
家
中
之
者
同
然
二
差
置
き
候
、
御
先
代
よ
り
御
家
中
之
者
親
類

な
る
浪
人
御
長
屋
へ
引
取
差
置
候
儀
、
例
無
御
座
候
、
依
て
御
家
中
に
て
も
斎
宮
次
第

二
我
意
二
相
成
候
餞
、
評
判
任
侠
専

一
御
奥
様
附
御
玄
関
番
相
勤
候
間
、
関
弥
太
夫
申
開
候
ハ
、
勝
蔵
様
御
餞
御
慰
メ
ニ
御
絵

等
破
戒
度
思
召
候
て
も
、
御
紙
筆
杯
も
御
不
自
由
に
て
御
座
候
、
且
又
御
召
物
御
裾
切
申

候
て
、
御
綿
も
出
候
を
御
召
被
成
候
、
足
袋
も
御
指
ひ
の
出
候
を
御
召
被
成
候
、
依
て
御

遊
破
戒
候
に
も
、
御
足
に
掛
り
候
に
付
、
御
難
儀
破
戒
候
と
弥
太
夫
へ
度
々
御
意
御
座
候

由
、
比
等
之
趣
恐
大
使
御
銭
こ
奉
存
候
事

（
後
　
略
）
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